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○年度末年度初め休業の際の

緊急連絡について 
 
 平日の８：００から１６：３０まで
は学校の電話がつながるよう
になっています。緊急時は七次
台中学校へご連絡ください。上
記の時間帯以外は、白井市役所
（代表４９２－１１１１）に連絡し、
学校政策課へ内容を伝えても
らうようにしてください。 

 
 
 
 
 

 

月日 
曜
日 

行事等 
登校 
完了 

帰りの 
会終了 

最終 
下校時刻 

備考 

4/7 月 
着任式 
始業式 

8:10 11:50 15:30 
部活動によって
は弁当持参 

4/8 火 
入学式 
準備 

8:10 12:00 15:00 
部活動に入っている 
生徒は弁当持参 

4/9 水 入学式 8:10 11:30 17:30 
参加在校生は 2年生 
代表生徒および 3年生 

4/10 木 
新入生 
歓迎会 

8:10 15:30 17:30 
弁当持参 
（全校生徒） 

4/11 金 給食開始 8:10 15:00 17:30  

 
 
 

年度当初の日程について 

 
 

 
七学校だより２０２４年度最終号に添えて、卒業証書授与式の「校長式辞」を一部抜粋いたします。  

 
「挑戦」～ Go Seven‘s Go！～（進め、七中生 進化する七中生） 

                    学力向上、体力向上、絆向上  
 
～今年度の学校教育目標でした。３年生の皆さんは、見事に、この目標を達成し、「三年生とは、こうあるもの
だ」という姿を見せてくれました。 それは、生徒会を中心に、全校生徒の日常活動を活性化させました。部活
動では、来る日も来る日も実直に練習に励み、技術と体力、精神力を鍛えつづけました。体育祭ではリーダー
シップや、全てに全力で取り組む姿勢で、後輩たちをグイグイと引っ張ってくれました。合唱祭では、男女を問
わず円陣を組んで掛け声をかけ、クラスが一丸となる姿が、今でも目に焼き付いています。学習面では、授業
公開で、たくさんの先生方が見ている前で、どの授業においても自分の考えを持ち、言葉にして伝え、相手の
考えを受け止め、深め、協力して結論に導く、まさに「脳に汗かく授業」のパフォーマンスをしました。そして、何
事においても、やるからには誰もが楽しく、みんなで分かち合える、「温かい仲間たち」を作り上げました。その
ような中で、印象深い、エピソードを紹介します。 
体育祭の練習がスタートして間もなく、現実の厳しさに気づきました。それは、昨年の先輩のように、自分た

ちがうまくできないという壁にぶち当たったのです。「やっぱり去年の先輩はすごかった。」「自分たちには無
理だ。」と皆が思うようになったのです。 
諦めムードが漂う中、悩んでいた仲間の中から「やっぱり先輩を超えたい。」という声が上がりました。それ

は、三年生にとって、とてつもない目標に挑戦することでした。「先輩はこんなとき、どうしていたか。」「先輩な
ら、このピンチをどうするのか。」と始めは、先輩を追いかけていました。しかし、あるとき気づきます。先輩と
同じことをしていたのでは、先輩を超えられない。「そうだ。自分たちの力を信じて、自分たちなりのパフォー
マンスをしよう。」と。 
新しいものを生み出さなければならないという苦労は、並大抵のことではなかったと思います。しかし、仲

間と力を合わせ、少しずつ、着実に積み上げていくことで、全校生徒の動きも、声も、雰囲気も、その全てが大
きな渦となって、体育祭を作り上げていきました。本番での結果は言うまでもありません。自分たちだけでな
く、見ている人をも感動の渦に巻き込みました。もし、あのとき、どこかで諦めていたら、仲間を信じて挑戦し
ていなかったら、あの感動はなかったと思います。これは、体育祭に限ったものではなく、全ての活動におい
て、皆さんが取り組んできました。大切なことは、一朝一夕で出来るものではなく、三年かけていろいろなこと
を共に経験し、一緒に歩むことで、絆を深めてきたからこそ、達成できたということを忘れずにいてください。
その意志や活動ぶりは今後の手本となり、後輩たちが引き継いでくれることでしょう。それが伝統となって、ま
すます、七中が進化していくのだと信じております。そして、また、「先輩たちを超えたい。」と挑戦してくれる後
輩たちを期待しています。そのような皆さんに携われた我々教師は、皆さんを誇りに思います。そして、感謝し
ています。 
皆さんにとって、これからの人生は、順風満帆に行くときもあれば、いかないときもあるかもしれません。し

かし、皆さんなら、大丈夫、自信をもって、これからを生きてください。 
結びに、実篤の言葉を皆さんに送ります。「人生は、短き春にして、人は華なり」。 
これからの、皆さんの前途に、幸多かれと願い、式辞といたします。～ 

 
１・２年生の皆さん、４月からはそれぞれに最上級生、上級生となります。これからは皆さんが、これまで先輩

方が築いてくれた伝統を受け継ぎながら、新しい七中を創っていくことになります。その目標に「挑戦」する皆
さんの活躍を期待します。  

                                                    
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お知らせ 

2025年度を振り返って 


